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A STUDY ON METAPHORICAL EXPRESSIONS REFERRING TO LIVING THINGS TO 

EXPLAIN CONTEMPORARY ARCHITECTURE

―Analysis of ”Shinkenchiku" published between 1950 and 2020―

Mii KAWAGISHI

The purpose of this study is to investigate and discuss metaphorical expressions referring to living 

organisms to describe contemporary architecture.

Metaphorical expressions referring to living organisms were extracted from the explanatory texts of 

architectural works introduced in architectural magazines.

The results are as follows:

1.　The proportion of metaphorical expressions referring to living organisms to the number of works 

published in each decade is higher in the 1960s and 1970s, and from the 2000s onward.

2. Expressions classified as a "tree" category had the largest number(18). In addition, a total of six 

expressions categorized as "breathing (or as if breathing)" were extracted, all of which were seen after the 

2000s.

3. The expressions categorized as "people" were more likely to be used for the overall appearance of the 

building, while those categorized as "trees" tended to be used for a floor plan and sectional plan.
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・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例
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▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10

8

1

35

19

言語構成 例文 計

▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020
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「呼吸する」(3)

「戯れる」

「踊る」
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「暮らす」

「立つ」

「呼吸する」(3)

「対話する」

「生える」

「脚を下ろす」

「舞う」

「奏でる」

「身を伏せる」「着物の裾や

　袖からチラ

　リと見える」該当なし 該当なし

▼表５　〈説明対象〉の分類
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４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。
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▼表７　「参照対象」と［内容］の年代別クロス集計表

▼表６　「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表

1950 2000 2010 20201990198019701960

動詞

［内容］

(年)

形容詞

形容動詞

動物

植物 その他

1個
3個

5個

1個
3個

5個

▲対応する「参照対象」

人 鯨 鳥 魚 樹木 草 その他 「参照対象」

土地
非実体

建築部位

空間

計画

建築全体

考え方

〈説明対象〉

４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

脚注 : 注 1) 参考文献 1)　注 2) 参考文献 2)　注 3) 参考文献 3)4)　注 4)1950 年 1 月号から 1950 年 12 月号、1960 年 1 月号から 1960 年 12 月号、1970 年 1 月号から 12 月号、1980 年 1 月号から 12 月号、1990 年 1 月号から 12 月号、

2000 年 1 月号から 12 月号、2010 年 1 月号から 12 月号、2020 年 1 月号から 12 月号の合計 96 冊。　注 5) 抽出された各表現が生物を参照した比喩表現に該当するかについて、抽出したのちに 5人に確認を得た。注 6)表 2のパター

ン [A][B][D]の合計数(53)と表6の「生物」の該当個数(54)に差異があるのは、抽出した1つの表現内に 2つの「生物の種類」が含まれていたからである。　注7)［動詞］は［動態動詞］［状態動詞］に分類されるが、ここでは［動態動詞］

のみを扱った。　注 8) 修飾部のある表現については被修飾語のみを対象として抽出した。　注 9) 参考文献 5)
参考文献: 1)ル・コルビュジェ『建築をめざして』鹿島出版社 1967　2)山根俊輔,今掛壽広,岡河貢『現代建築における比喩表現の研究』日本建築学会大会学術講演梗概集 2009.8　3)原田彩加,戸田啓太,山田深『現代建築家の言

説にみられる隠喩的表現の対象と内容 -建築の創作における隠喩に関する研究(1)-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2018.9　4)戸田啓太,山田深『現代建築家の言説にみられる隠喩的表現の対応関係 -建築の創作における隠喩

に関する研究(2)-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2018.9　5)山下絵梨佳,岡河貢『メタボリズムグループの設計手法に関する研究　-建築作品における比喩表現と形態-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2013.8

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。





発表資料



-12- 発表資料

65

43

21



-13-発表資料

11 12

10

87

9



-14- 発表資料

1817

1615

1413



-15-発表資料

23

2221

2019

24



-16- 発表資料

29

2827

2625

30



-17-発表資料

31 32

33 34

35 36



-18- 発表資料

37 38

39 40

41 42



-19-発表資料

43 44

45 46

47 48



-20- 発表資料

49 50

51 52

53 54



-21-発表資料

55 56

57 58

59 60





第１章

序論



-24- 第１章

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広い分野で日常的に用いられる。建築

においては、ル・コルビュジェの「住宅は住むための機械である」注 1) という代表的な比喩表現

をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　また、比喩表現の中でも、建築などの非生物をまるで生物であるかのように、生物を参照して

比喩的に表現することがある。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅を拡げる

ための有用な手段として用いられている。

　そこで本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のうち、生物を参照している表現に

着目する。その生物や内容、説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から現代建

築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

１.１.　研究の背景と目的

▲「踊る」家と呼ばれる『Dancing House』　(GoogleEarth より )

脚注：　注 1) 参考文献 1) を参照。
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　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研究としては、山根らによる『現代建

築における比喩表現の研究』注 2) において比喩表現と建築形態の関係性、通時的特性について研

究したものや、原田らによる『現代建築家の言説にみられる隠喩的表現の対象と内容 - 建築の

創作における隠喩に関する研究 (1)-』注 3) における内容と対象部位の対応関係に関する総体的な

考察が挙げられる。

　しかし、生物を参照した比喩表現のみに着目した研究は見当たらない。

１.２.　既往研究

脚注：　注 2) 参考文献 2) を参照。　注 3) 参考文献 3) を参照。
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　雑誌『新建築』(新建築社 )の 1950 年から 2020 年までに発行されたもののうち、10 年ごとに

1 月号から 12 月号の 12 冊 8 年分 ( 計 96 冊 1282 作品 ) から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950 年以降を扱うこととする。

１.３.　研究対象

新建築

1950 年〜 2020 年 (10 年毎 )
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　比喩表現を、図１のように 3つの要素に分けて分析する。

　参照している生物を「参照対象」、比喩表現によって説明される対象物を〈説明対象〉、その比

喩表現を通して伝えたいことを［内容］として抽出する。

２.１.　分析対象

▲図１　比喩表現の抽出例

・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020
0

6
8
10
12

2
4

[％]

[年]

2.7%
5.1% 5.0%

5.6%

11.4%

8.0%

2.6%1.7%

▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10

8

1

35

19

言語構成 例文 計

▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

「抱く」

「顔つきが

　良い」

「呼吸する」(3)

「戯れる」

「踊る」

「舞う」

「暮らす」

「立つ」

「呼吸する」(3)

「対話する」

「生える」

「脚を下ろす」

「舞う」

「奏でる」

「身を伏せる」「着物の裾や

　袖からチラ

　リと見える」該当なし 該当なし

▼表５　〈説明対象〉の分類
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動物(23)

生物(54)
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(9)
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分
類(
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考え方
(6)

建築全体
(18)

計画
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小
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類

(

該
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数)

(8) (3) (4) (1) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (18) (4)

(7) (11) (3) (1)(1)(1)(2)(1)(2)(1)(1)(1)(3)(5)(2) (1) (1) (1)

４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。
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　図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち、「参照対象」、〈説明対象〉、［内容］をそれぞ

れ分類・整理する。

　ただし、抽出された各表現が生物を参照した比喩表現に該当するかについて、抽出したのちに

5人に確認を得た。

２.２.　分析方法

２.２.１.　各要素の分類・整理

　次に、「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照対象」と〈内容〉のクロス集計表を

それぞれ作成し、それらの対応関係を見る。

２.２.２.　クロス集計表の作成

　最後に、2 つの分析から得られた情報をもとに、現代建築における生物を参照した比喩表現に

ついて総体的に分析、考察する。

２.２.３.　総体的分析・考察





第３章

研究結果
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　調査した全 1282 作品のうち抽出された比喩表現の総数は 73 個であった。各年代の掲載作品数

に占める抽出された比喩表現の数の割合を表１に示す。1960 年・1970 年と 2000 年以降の割合が

高く、いずれも 5.0％を超えた。

３.０.　はじめに

・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例
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▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10

8

1

35
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▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類
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「脚を下ろす」

「舞う」

「奏でる」

「身を伏せる」「着物の裾や

　袖からチラ

　リと見える」該当なし 該当なし
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４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

▲表１　掲載作品数に占める生物を参照した比喩表現の年代毎割合
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３.１.　各要素の分類・整理

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のように 5つのパターンに分類された。

　パターン [D] が最も多く見られ、全体の 48.0％を占めた。

３.１.１.　「参照対象」の分類

・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例
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▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10

8

1

35

19

言語構成 例文 計

▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

「抱く」

「顔つきが

　良い」

「呼吸する」(3)

「戯れる」

「踊る」

「舞う」

「暮らす」

「立つ」

「呼吸する」(3)

「対話する」

「生える」

「脚を下ろす」

「舞う」

「奏でる」

「身を伏せる」「着物の裾や

　袖からチラ

　リと見える」該当なし 該当なし
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(8) (3) (4) (1) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (18) (4)

(7) (11) (3) (1)(1)(1)(2)(1)(2)(1)(1)(1)(3)(5)(2) (1) (1) (1)

４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

▲表２　「参照対象」のパターン
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・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例
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▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10
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▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類
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４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

　さらに、パターン [A][B][D] の表現に含まれる「生物の種類」については表３の通り KJ 法的

に分類・整理を行った。

　ただし、表２のパターン [A][B][D] の合計数 (53) と表 3の「生物」の該当個数 (54) に差異が

あるのは、抽出した 1つの表現内に 2つの「生物の種類」が含まれていたからである。

　「生物の種類」内において、「樹木」に分類される表現が最も多く見られ、「生物」全体の

33.3％を占めた。また、「動物」に分類される表現の中では、「人」に分類される表現が多く見ら

れ、「生物」全体の 14.8％、「動物」の 34.8％を占めた。

▲表３　パターン [A][B][D] に含まれる「生物の種類」の分類
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　また、特定の生物の種類が記載されていないパターン [E] については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　「呼吸する」という表現が 6回出現し、いずれも 2000 年以降に見られた。

・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例
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▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10
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▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

「抱く」

「顔つきが

　良い」

「呼吸する」(3)

「戯れる」

「踊る」

「舞う」

「暮らす」

「立つ」

「呼吸する」(3)

「対話する」

「生える」

「脚を下ろす」

「舞う」

「奏でる」

「身を伏せる」「着物の裾や

　袖からチラ

　リと見える」該当なし 該当なし

▼表５　〈説明対象〉の分類

「
生
物
」
「
生
命
体
」
「
細
胞
」

人
尺
取
虫

樹
木

草鯨 蛙鳥

「
ひ
よ
こ
」
「
母
鳥
」

「
小
さ
な
魚
」
「
魚
群
」

「
ト
ン
ボ
」

「
甲
虫
の
背
」

「
尺
取
虫
」

「
異
形
の
怪
物
」

「
樹
木
」
「
枝
」
「
幹
」

「
蔓
草
」
「
群
棲
植
物
」

「
美
人
」
「
両
腕
」
「
胎
児
」

「
ク
ジ
ラ
」

「
亀
の
甲
羅
」

「
カ
エ
ル
」

と
ん
ぼ

亀
甲
虫

魚

動物(23)

生物(54)

植物(22) その他
(9)

怪
物

分
類(

該
当
個
数)

使
用
例

考え方
(6)

建築全体
(18)

計画
(11)

空間
(9)

建築部位
(23)

構造
(1)

非実体
(3)

土地
(2)

外
観

外
形

屋
根

柱壁

フ
ァ
サ
ー
ド

ル
ー
バ
ー

窓
ド
ア

階
段

装
置

照
明

家
具

風
景

光

シ
ス
テ
ム

敷
地

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

分類
(個数)

小
分
類

(

該
当
個
数)

(8) (3) (4) (1) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (18) (4)

(7) (11) (3) (1)(1)(1)(2)(1)(2)(1)(1)(1)(3)(5)(2) (1) (1) (1)

４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

▲表４　パターン [E] に含まれる「用言」の年代毎一覧
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　〈説明対象〉についても同様に KJ 法的に分類・整理を行った結果、表５の通り 8つに分類された。

　〈建築部位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで〈建築全体〉を対象とす

る物が 24.7％を占めた。

３.１.２.　〈説明対象〉の分類

・・・  モ ジ ュ ー ル 全 体  と し て は 

硬 い 鱗 に 覆 わ れ た 生 物 ( た と え ば ワ ニ ) ス キ ン  の よ う な

バ ラ エ テ ィ に 富 み な が ら も ハ ー モ ニ ー を 持 つ  も の と な っ た 。

〈説明対象〉

比喩によって説明される事物

例文　ダリウス・ミヨー音楽院　/　『新建築』(新建築社)　2015年1月号148P

「参照対象」

参照している生物

[内容]

比喩を説明する内容

▲図１　比喩表現の抽出例
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▼表１　掲載作品数に占める抽出された比喩表現の年代毎の割合

「参照対象」
のパターン

[B]　「生物の種類」　＋　「用言(生物以外にも用いられる表現)」

[E]　「用言(生物に用いられる表現)」　 のみ

[D]　「生物の種類」　　　　　　 　 　 のみ

[C]　非生物　　　　＋　「用言(生物に用いられる表現)」

[A]　「生物の種類」　＋　「用言(生物に用いられる表現)」 クジラが海原を躍動するかのような

胎児が浮かぶような

羽衣が•••舞い降りたような

樹木のように

呼吸する

10

8

1

35

19

言語構成 例文 計

▼表２　「参照対象」のパターン

▼表４　パターン[E]に含まれる用言の年代毎一覧

▼表３　パターン[A][B][D]に含まれる「生物の種類」の分類
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４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

現代建築における生物を参照した比喩表現に関する研究
 ー『新建築』1950年から2020年を分析対象としてー

坂牛研究室                                                                 4119030　　川岸　美伊

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

▲表５　〈説明対象〉の分類
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　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］［形容詞］［形容動詞］［その他］の 4つ

に分類された。

　ただし、［動詞］は［動態動詞］［状態動詞］に分類されるが、ここでは［動態動詞］のみを扱っ

た。また、修飾部のある表現については被修飾語のみを対象として抽出した。

３.１.３.　［内容］の分類
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３.２.　クロス集計表による対応関係の分析

　「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示す。

　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対して用いられることが最も多く、「樹木」

に分類される表現は平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。「樹木」の表現は

その幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空

間が広がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。

　また、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ 6つの「参照対象」で見られ、特定の「生物の種類」

に限らずさまざまな生物を参照して言及されることがわかった。

３.２.１.　「参照対象」と〈説明対象〉の対応

▼表７　「参照対象」と［内容］の年代別クロス集計表

▼表６　「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表

1950 2000 2010 20201990198019701960

動詞

［内容］

(年)

形容詞

形容動詞

動物

植物 その他

1個
3個

5個

1個
3個

5個

▲対応する「参照対象」

人 鯨 鳥 魚 樹木 草 その他 「参照対象」

土地
非実体

建築部位

空間

計画

建築全体

考え方

〈説明対象〉

４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

脚注 : 注 1) 参考文献 1)　注 2) 参考文献 2)　注 3) 参考文献 3)4)　注 4)1950 年 1 月号から 1950 年 12 月号、1960 年 1 月号から 1960 年 12 月号、1970 年 1 月号から 12 月号、1980 年 1 月号から 12 月号、1990 年 1 月号から 12 月号、

2000 年 1 月号から 12 月号、2010 年 1 月号から 12 月号、2020 年 1 月号から 12 月号の合計 96 冊。　注 5) 抽出された各表現が生物を参照した比喩表現に該当するかについて、抽出したのちに 5人に確認を得た。注 6)表 2のパター

ン [A][B][D]の合計数(53)と表6の「生物」の該当個数(54)に差異があるのは、抽出した1つの表現内に 2つの「生物の種類」が含まれていたからである。　注7)［動詞］は［動態動詞］［状態動詞］に分類されるが、ここでは［動態動詞］

のみを扱った。　注 8) 修飾部のある表現については被修飾語のみを対象として抽出した。　注 9) 参考文献 5)
参考文献: 1)ル・コルビュジェ『建築をめざして』鹿島出版社 1967　2)山根俊輔,今掛壽広,岡河貢『現代建築における比喩表現の研究』日本建築学会大会学術講演梗概集 2009.8　3)原田彩加,戸田啓太,山田深『現代建築家の言

説にみられる隠喩的表現の対象と内容 -建築の創作における隠喩に関する研究(1)-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2018.9　4)戸田啓太,山田深『現代建築家の言説にみられる隠喩的表現の対応関係 -建築の創作における隠喩

に関する研究(2)-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2018.9　5)山下絵梨佳,岡河貢『メタボリズムグループの設計手法に関する研究　-建築作品における比喩表現と形態-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2013.8

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

▲表６　「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表
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No.4 電通ビルの場合におけるプロット例 (発表資料より )
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　「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス集計表を表７に示す。［動詞］による

表現は 1980 年代を除きどの年代でも見られた。2010 年代は他と比べて［形容動詞］による表現

が多く、その全てが「植物」と対応していた。

３.２.２.　「参照対象」と［内容］の対応

▼表７　「参照対象」と［内容］の年代別クロス集計表

▼表６　「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表

1950 2000 2010 20201990198019701960

動詞

［内容］

(年)

形容詞

形容動詞

動物

植物 その他

1個
3個

5個

1個
3個

5個

▲対応する「参照対象」

人 鯨 鳥 魚 樹木 草 その他 「参照対象」

土地
非実体

建築部位

空間

計画

建築全体

考え方

〈説明対象〉

４.２.分析方法

４.２.１.各要素の分類・整理

図１の定義に基づいて比喩表現を抽出したのち注5)、「参照

対象」、〈説明対象〉、［内容］を分類・整理する。

４.２.２.クロス集計表の作成

　次に「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表、「参照

対象」と［内容］のクロス集計表をそれぞれ作成し、それら

の対応関係を見る。

４.２.３.総体的分析・考察

　最後に2つの分析から得られた情報をもとに、現代建築に

おける生物を参照した比喩表現の変遷を考察する。

５.研究結果

　調査した全1282作品のうち抽出された比喩表現の総数は73

個であった。各年代の掲載作品数に占める抽出された比喩表

現の数の割合を表１に示す。1960年・1970年と2000年以降の

割合が高く、いずれも5.0％を超えた。

５.１.各要素の分類・整理

５.１.１.「参照対象」の分類

　まず、「参照対象」はその表現の言語構成から表２のよう

に5つのパターンに分類された。さらに、パターン[A][B][D]
の表現に含まれる「生物の種類」については表３注6)の通りKJ

法的に分類・整理を行った。また、特定の生物の種類が記載

されていないパターン[E]については、その「用言」の年代別

一覧を表４に示す。

　さらにその「生物の種類」内において、「樹木」に分類さ

れる表現が最も多く見られ「生物」全体の33.3％を占めた。

また、「動物」に分類される表現の中では「人」に分類され

る表現が最も多く見られ、「生物」全体の14.8％を占めた。

　パターン[E]に含まれる「用言」内において「呼吸する」と

いう表現は6回出現し、いずれも2000年代以降であった。

５.１.２.〈説明対象〉の分類

　〈説明対象〉は表５の通り8つに分類された。〈建築部

位〉を対象とするものが最も多く、31.5％を占めた。次いで

〈建築全体〉を対象とする物が24.7％を占めた。

５.１.３.［内容］の分類

　［内容］はその表現を構成する単語の品詞から［動詞］注7)

［形容詞］［形容動詞］［その他］の4つに分類された注8)。

５.２.クロス集計表による対応関係の分析

５.２.１.「参照対象」と〈説明対象〉の対応

「参照対象」と〈説明対象〉のクロス集計表を表６に示

す。「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観に対し

て用いられることが最も多く、「樹木」に分類される表現は

平面・断面計画に対して用いられることが最も多かった。

「樹木」の表現はその幹と枝の繋がり・位置関係を、各部屋

の位置関係の比喩として、樹木が成長する様子を、空間が広

がり展開するさまの比喩として用いる傾向が見られた。ま

た、〈建築全体〉と〈建築部位〉は、それぞれ6つの「参照

対象」で見られ、特定の「生物の種類」に限らずさまざまな

生物を参照して言及されることがわかった。

５.２.２.「参照対象」と［内容］の対応

「参照対象」と［内容］について年代順に整理したクロス

集計表を表７に示す。［動詞］による表現は1980年代を除き

どの年代でも見られた。2010年代は他と比べて［形容動詞］

による表現が多く、その全てが「植物」と対応していた。

脚注 : 注 1) 参考文献 1)　注 2) 参考文献 2)　注 3) 参考文献 3)4)　注 4)1950 年 1 月号から 1950 年 12 月号、1960 年 1 月号から 1960 年 12 月号、1970 年 1 月号から 12 月号、1980 年 1 月号から 12 月号、1990 年 1 月号から 12 月号、

2000 年 1 月号から 12 月号、2010 年 1 月号から 12 月号、2020 年 1 月号から 12 月号の合計 96 冊。　注 5) 抽出された各表現が生物を参照した比喩表現に該当するかについて、抽出したのちに 5人に確認を得た。注 6)表 2のパター

ン [A][B][D]の合計数(53)と表6の「生物」の該当個数(54)に差異があるのは、抽出した1つの表現内に 2つの「生物の種類」が含まれていたからである。　注7)［動詞］は［動態動詞］［状態動詞］に分類されるが、ここでは［動態動詞］

のみを扱った。　注 8) 修飾部のある表現については被修飾語のみを対象として抽出した。　注 9) 参考文献 5)
参考文献: 1)ル・コルビュジェ『建築をめざして』鹿島出版社 1967　2)山根俊輔,今掛壽広,岡河貢『現代建築における比喩表現の研究』日本建築学会大会学術講演梗概集 2009.8　3)原田彩加,戸田啓太,山田深『現代建築家の言

説にみられる隠喩的表現の対象と内容 -建築の創作における隠喩に関する研究(1)-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2018.9　4)戸田啓太,山田深『現代建築家の言説にみられる隠喩的表現の対応関係 -建築の創作における隠喩

に関する研究(2)-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2018.9　5)山下絵梨佳,岡河貢『メタボリズムグループの設計手法に関する研究　-建築作品における比喩表現と形態-』日本建築学会大会学術講演梗概集 2013.8

６.考察

表１において1960年・1970年の割合が高かったことについ

て、これは1960年代から1970年代にかけて、メタボリズムグ

ループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因

すると推測される注9)。

　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったこと

と、表４において「呼吸する(ような)」という表現が全て

2000年代以降に見られることについて、これは1997年に京都

議定書が採択され、環境設備など自然環境への配慮が求めら

れるようになったことから、生物を用いた表現により設計者

の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。

７.結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合

は、1960年代・1970年代と、2000年代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸

する(ような)」という表現は全て2000年代以降に見られ、当

時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観につ

いて、「樹木」に分類される表現は平面・断面計画について

用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について10年毎の

データから日本における現代建築全体の傾向を見た。さらに

細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳

類」といった生物学的観点からのより詳細な分類による分析

が可能になると考える。

１.研究の背景と目的

　比喩表現は自身の意図をより鮮明に伝達する手段として広

い分野で日常的に用いられる。建築においては、ル・コル

ビュジェの「住宅は住むための機械である」注1)という代表的

な表現をはじめ、古くから比喩表現が多く利用されてきた。

　比喩表現の中でも特に、建築などの非生物をまるで生物で

あるかのように、生物を参照して比喩的に表現することがあ

る。非生物を生物であるかのように解釈することは表現の幅

を拡げるための有用な手段として用いられている。

　本研究では、現代建築家の言説に見られる比喩表現のう

ち、生物を参照しているものに着目する。その生物や内容、

説明対象、それらの関係や変遷を調べ、比喩表現の観点から

現代建築の時流の一端を明らかにすることを目的とする。

２.既往研究

　現代建築作品における言説に見られる比喩表現を扱った研

究としては、山根らによる比喩表現と建築形態の関係性、通

時的特性に関する研究注2)や、原田らによる内容と対象部位の

対応関係に関する総体的な考察注3)が挙げられる。しかし生物

を参照にした比喩表現のみに着目した研究はない。

３.研究対象

　雑誌『新建築』(新建築社)の1950年から2020年までに発行

されたもののうち、10年ごとに1月号から12月号の12冊8年分

(計96冊1282作品)注4)から得られる言説を対象とする。なお、

本研究では現代建築を対象とするため、1950年以降を扱う。

４.研究方法

４.１.分析対象

　比喩表現を、図１のように参照している生物「参照対象

」、比喩表現によって説明される〈説明対象〉、その比喩表

現の［内容］の3つの要素に分けて分析する。

▲表７　「参照対象」と［内容］のクロス集計表
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No.37 Y-3 の場合におけるプロット例 (発表資料より )
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４.１.　考察

　表１において 1960 年・1970 年の割合が高かったことについて、これは 1960 年代から 1970 年

代にかけて、メタボリズムグループの建築家らが生物を参照した比喩を用いたことに起因すると

推測される注4)。

脚注：　注 4) 参考文献 5) を参照。
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　さらに、表１において2000年以降の割合が高かったことと、表４において「呼吸する(ような)」

という表現が全て 2000 年代以降に見られることについて、これは 1997 年に京都議定書が採択さ

れ、環境設備など自然環境への配慮が求められるようになったことから、生物を用いた表現によ

り設計者の環境意識を表そうとするためではないかと考えられる。また、当時はシックハウス症

候群が問題視され始めた時期であり、人体に害のない素材が使われるなど、環境問題に対する解

決が見られた時期であったためではないかとも考えられる。
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４.２.　結論

　本研究では以下のことが明らかになった。

(1)　作品数に占める生物を参照した比喩表現の数の割合は、1960 年代・1970 年代と、2000 年

代以降が高い。

(2)　「樹木」の表現が最も多く参照される。また、「呼吸する ( ような )」という表現は全て

2000 年代以降に見られ、当時の建築家の自然環境に対する意識が伺える。

(3)　「人」に分類される表現は建築全体の外形・外観について、「樹木」に分類される表現は平面・

断面計画について用いられる傾向がある。

　本研究では、生物を参照した比喩表現について 10 年毎のデータから日本における現代建築全

体の傾向を見た。さらに細かなスパンでデータを収集すれば、「脊椎動物」や「哺乳類」といっ

た生物学的観点からのより詳細な分類による分析が可能になると考える。
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